
　1988年８月に竣工した鉄筋四階建ての当院は，築後30年以上が経過して諸設備の老朽
化が目立ってきている。院内に一基しかないエレベーターもその一つで，保守部品の供給
が終了したために改修工事を余儀なくされるに至った。約三週間におよぶ工事期間中はエ
レベーターが使用できず，階段昇降が困難な高齢入院患者の他の階への移動や，入退院が
大幅に制限される事態となった。患者や家族を始めとして近隣の医療機関などへの周知を
行い，工期中の安全管理に多職種で取り組み，無事に乗り切ることができたので，ここに
考察を加えて報告する。
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２　診療施設の運営・管理に関するもの


